
アメリカよりNPの招聘
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看護師の新しいスタイル

クリニカルスペシャリストとは？

医師に最も近い患者サービスのスペシャリスト
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クリニカルスペシャリストの業務内容

治療前後の患者情報を的確に分析し、必要
な情報を集約して医師にアドバイス

医師の補助的な立場として、入院から退院の
患者へのICを含めてフォローアップ

退院後の服薬管理・受診予約・検査予約等
の患者のアフターフォロー及び患者管理

サテライトクリニックに医師と共に同行し、患
者のビフォア＆アフターサービス
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当院における
院内認定看護師制度の概要

13



院内認定看護師の定義と役割

定義：

特定の分野において、熟練した看護技術と知識
を用いて、水準の高い看護実践が出来る看護師を
言う。

役割：

 水準の高い看護の実践

 看護実践の指導

 看護職者に対する相談

 自己向上・研究開発

 該当分野の情報管理
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院内認定看護師制度導入の背景

導入当初の看護部

 看護師の平均年齢 41.2歳
 既婚率 80.6％
 未就学児童を有している 18.1％
 長期出張が家庭的に困難という風土

 資格取得の為の研修先が遠方

（東京・大阪・神戸・その他等）

キャリヤアップを目指しても、それを支援する環境や
システムが整っておらず、学習へのモチベーションが
下がることが懸念された。

15



院内認定看護師制度導入の目的

 看護現場における看護ケアの広がりと質の向上
を図る。

 若年層にキャリアアップの機会を提供する。

看護部の願い

※看護職員が自己成長へのモチベーションを持っ
て，いきいきと看護をして欲しい。

2008年度に導入（本格的に）
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院内認定看護師の
認定の必須条件と設置分野

●臨床経験5年以上。

●当該領域の臨床経験
3年以上。

●将来にわたり当該領
域を極める意欲。

●院内認定看護師教育
プログラムを受講し
合格。

●クリニカルラダーⅢ以
上でＡ評価以上。

ストーマ管理

 糖尿病領域

 感染管理

 がん化学療法の看護

 褥瘡看護

 摂食・嚥下障害看護

 胃瘻管理

分野の設置は、院内認定制度の概
要を周知した後、看護部職員から公
募し委員会の協議を経て決定した

必須条件 設置分野
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認定までの過程
 認定希望者は、所定の院内認定看護師制度教育
プログラム受講申請書に必要事項を記載の上、看
護部に申請する。
※受講申請書の主な内容

・所属部署、氏名、申請分野、職歴、勤務先履歴、申請理由、

推薦者氏名（所属・職位）、推薦理由、研究発表及び講師経験

学会の会員の有無、所属学会名、研修会受講状況など

 委員会で教育プログラム受講の可否を決定する。

 受講が認可された者は所定の教育プログラムを
受講し認定のための条件に合格する。

 病院長等による面接を経て認定看護師に認証。
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院内認定看護師の教育概要
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